（令和７年度）
黒松内生物多様性保全奨励事業募集要項
～自然の恵みに生かされる町「黒松内」を目指して～
１　趣旨
　黒松内町は、ブナ自生北限の町として天然記念物歌才ブナ林に代表される多様性の高い自然を保全し、人と自然の調和を進めるまちづくりを行ってきました。また、ブナセンターを中心に地域特性が顕著な学術的研究（北限のブナ林、清流朱太川、黒松内低地帯、貝化石層等）成果の蓄積および普及を行っています。
さらに、黒松内町は、現在、生物多様性の保全・再生・活用に向けた地域づくりを推進しています。
そこで、この活動をさらに発展させ、住民への学習機会の充実と、各研究機関との交流を推進し、研究成果の蓄積および活用を図ることを目的として、「黒松内生物多様性保全奨励事業」を実施いたします。

２　対象分野
　黒松内町の生物多様性の保全・再生・活用に関する基礎研究から応用研究まで、その内容が黒松内町生物多様性地域戦略の推進に貢献するもので、黒松内町に存在する事象や課題に関連する研究を対象とします。
［キーワード］　生物多様性・北限のブナ林・里地里山・河川・土壌・黒松内低地帯・
　　　　　　　　酪農・農業・林業・自然エネルギー・加工品・生態系サービス・
　　　　　　　　持続可能な地域づくり・森林療法・自然の恵み
　　
３　対象者・期間
　・ブナセンター賞（生物多様性調査研究助成）
　　　　上記の分野において現に研究活動に従事するか、または研究着手の段階にある個人またはグループ（学生も可）。過去の受賞者及び応募者の再応募も可能です。
研究成果が３年以内に公表（成果発表会での発表も含む）されるものとします。
　　　　（概ね４５才以下）

４　奨励事業の内容
　　（１）ブナセンター賞（研究助成金総額おおむね５０万円：下限２５万円）※１、２件
（２）助成金の使途
　　　　 ・助成金の対象は、目的を達成するために必要なものであれば、概ね自由とし、支出計画に基づき行ってください。なお、助成金受領後その使途が、支出計画の総額の２割をこえて変更されるときは運営委員会の承諾を要します。
（３）受領者の義務
・受領者は運営委員会との間に覚書を交換し、これに基づいて研究を実施します。
・研究期間中は、毎年１回、研究経過報告書を、また、研究終了時に成果報告書と収支報告書を提出していただきます。
・受賞年の授賞式・成果発表会にて、計画もしくは成果を発表していただきます。
また、期間最終年の成果発表会にて、成果を発表していただきます。
　　　　　・報告書もしくは発表資料をブナセンターのHPにて紹介させていただきます。
・期間を延長する際は、その理由を記入した期間延長届けを提出していただきます。
・研究成果を学術雑誌に投稿した場合は、本助成があった旨を明記していただき、別刷り(コピーも可）の送付をお願いいたします。
　　　　　・研究内容・成果を町内小中学校の児童・生徒にも知ってもらう機会を作るため、イベント講師・出前授業を依頼することや、資料作成の際の情報提供をお願いすることがあります。

５　選考
　　選考委員会において厳正に選考の上、令和７年５月下旬までに決定し通知します。

６　応募要領
　　下記書類を運営委員会事務局まで提出してください。（郵送可）
応募しめ切り：令和７年４月２７日（日）
　　　　ブナセンター賞（助成金）申請
　　　　　・黒松内生物多様性保全奨励事業助成金交付願　　　１通　（様式１）
　　　　　・調査計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通　（様式２－１～３）
　　　　　・研究業績一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　１通　（様式３）
・研究経費の支出計画　　　　　　　　　　　　　　１通　（様式４）
　　　　　・在学証明書（学生の場合）　　　　　　　　　　　１通

申し込み・問い合わせ先
黒松内町ブナセンター
黒松内生物多様性保全奨励事業運営委員会事務局
〒０４８－０１０１　北海道寿都郡黒松内町字黒松内５１２－１
TEL０１３６－７２－４４１１　FAX０１３６－７２－４４４０
ＨＰ     http://bunacent.host.jp /grantaward.html
e-mail　 bunacent@host.or.jp







運営組織
黒松内生物多様性保全奨励事業運営委員会
　　　委員長　　鎌　田　　　満（黒松内町長）
　　　副委員長　　新　川　雅　幸（黒松内町副町長）
　　　副委員長　　鈴　木　浩　勝（黒松内町教育委員会教育長）
　　　委員（選考委員も兼ねる）
選考委員長　中　村　太　士（北海道大学　名誉教授）
委　　員　　関　　　健　志（日本生態系協会 専務理事）
　　　委　　員　　中　静　　　透（森林総合研究所　所長）
　　　委　　員　　春　木　雅　寛（北海道大学総合博物館　研究員）
委　　員　　鷲　谷　いづみ（東京大学　名誉教授）
　　　監　　事　　中　村　昭　博（黒松内町ブナセンター長）
　　　事務局　  黒松内町ブナセンター（事務局長：不在　事務局員：寺尾英一郎）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※委員は、五十音順

黒松内生物多様性保全奨励事業（黒松内自然科学奨励事業～2021年）過去の受賞者

１９９６年 
・黒松内賞　日浦　勉氏（北海道大学農学部苫小牧演習林）
・ブナセンター賞　「酪農生産における草地の生産力評価に関する研究」
花田正明氏（帯広畜産大学畜産環境科学科草地学講座助手）
　　中辻浩貴氏（北海道大学農学部助手）

１９９７年
・黒松内賞　鈴木明彦氏（北海道教育大学岩見沢校 地学研究室助教授）
・ブナセンター賞　「北限のブナ林に生息しているナラタケの生物学的種と個体群構造」
　　車　柱榮氏（北海道大学農学部森林科学科研究員）

１９９８年
・黒松内賞　古澤　仁氏（札幌市立博物館準備室　 学芸員）
・ブナセンター賞　「黒松内地域周辺に発達する温泉型金鉱床の成因論的研究」
　　松枝大治氏（北海道大学理学研究科地球惑星物質科学科　助教授）
　　小野修司氏（北海道大学工学研究科地殻資源工学科　助手）
　　清水　徹氏（工業技術院地質調査所　資源エネルギー部　研究員）

１９９９年
・黒松内賞該当無し
・ブナセンター賞　「ブナ林は北進しているか」
　　紀籐典夫氏（北海道教育大学函館校助教授）
　
２０００年
・黒松内賞　松沢　亜生氏（岩宿文化資料館　 館長）
・ブナセンター賞　「黒松内ブナ林の葉はどうして大きいのか」
　　斎藤秀之氏（北海道大学農学研究科造林学分野　助手）

２００１年
・黒松内賞　該当なし
・ブナセンター賞「黒松内低地帯の後期中新世～前期更新世の海生哺乳類群集変遷史に関する研究」
　　甲能直樹氏（国立科学博物館　地学研究室　古生物第３研究室　研究官）

２００２年
・黒松内賞　木村方一氏（北海道教育大名誉教授）
・ブナセンター賞「宇宙と歴史から見た黒松内」
金子正美氏（酪農学園大学環境システム学部地域環境学科 助教授）

２００３年
・黒松内賞　新島善直氏「歌才ブナ林の天然記念物指定にご尽力された功績を讃えて」
・ブナセンター賞「分布北限域ブナ個体群の構造と動態に関する研究」
　　小林　誠氏（北海道大学地球環境科学研究院）

２００４年
・黒松内賞　渡辺定元氏　「北限の謎に挑む」
・ブナセンター賞「ブナとヒグマの関係は？」
今　博計氏（北海道立林業試験場研究員）　

２００５年
（募集休止）過去の受賞者の研究成果発表会

２００６年
（募集休止）過去の受賞者の研究成果発表会





２００７年
（募集休止）
記念講演会「100年後　未来のブナ林　地球温暖化と分布変化」
松井哲哉氏（森林総研北海道支所主任研究員）

２００８年　国際ブナフォーラム

２００９年
（募集休止）
記念講演会「ブナ林の歴史と再生」
中静　透氏（東北大学大学院生命科学研究科 教授）

２０１０年
・ブナセンター賞「環境変化に伴うブナの被食防衛機構と中型土壌動物の役割の解明」
青山千穂氏（北海道大学大学院農学院修士課程２年）
・ブナセンター賞「北限域における低地ブナ林の遺伝的多様性に関する研究」
北村系子氏（森林総合研究所北海道支所主任研究員）

２０１１年
・ブナセンター賞「ブナの開花・結実の豊凶のしくみ」
宮崎祐子氏（岡山大学大学院環境学研究科）
・ブナセンター賞「黒松内における森林資源の循環型活用の可能性」
山本　充氏（小樽商科大学大学院山本研究グループ）

２０１２年
・ブナセンター賞「黒松内ブナ林の昆虫相の多様性解明を通じた環境教育」
黒松内ブナ林の昆虫研究会（代表：須田真一氏　東京大学農学生命科学研究科保全生態学研究室）

・自然の恵み賞（新設）「自然の恵み・黒松内の桑と繭で、自然と調和しながら生きる地域づくりに
貢献する開発と研究」
NPO法人桑の木リハビリ工房（代表：澤田世津子氏）
・自然の恵み賞「黒松内岳の北限のブナ林で自然の恵みを楽しみましょう」
黒松内銀竜草の会（代表：笠間さち子氏）

２０１３年
・ブナセンター賞「歌才ブナ自生北限地におけるブナ林モニタリングに向けた基礎的研究
－樹種構成と林分構造の把握－」
並川寛司氏（北海道教育大学札幌校教授）

・自然の恵み賞「ブナ北限の里を身近に楽しむハンモック体験」
フォレストツーリズム（代表：本間崇文氏）
・自然の恵み賞「黒松内版フードラボプロジェクト」
黒松内フードラボ（代表：大谷英行氏）

２０１４年
・ブナセンター賞「北限のブナ林における外生菌根菌多様性の網羅的解析」
大園享司氏（京都大学生態学研究センター　准教授）

２０１５年
・ブナセンター賞「南北生物相の交差点：陸産貝類にみる北限のブナ林生態系の形成史」
　　森井悠太氏（北海道大学大学院農学研究院　研究員）

２０１６年
・ブナセンター賞「エゾホトケの集団遺伝学的解析：特に黒松内低地帯の集団系統的特異性に注目して」
　　エゾホトケ研究プロジェクト　代表　山平寿智氏（琉球大学熱帯生物圈センター　教授）

[bookmark: _Hlk96010859]２０１７年
・ブナセンター賞「朱太川水系の生物多様性研究：湧水河川がもたらす特異な生息地・退避地」
　　境　　優氏（中央大学理工学部人間総合理工学科　研究員）　
２０１８年
・ブナセンター賞「北限のブナにおける展葉に対する温度、光周期情報の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ブナはどのように光を利用しているか？～」
　　山尾　僚氏・大野美涼氏（弘前大学農学生命科学部　助教・４年）　

２０１９年
・ブナセンター賞「ブナ林由来森林揮発性物質の人の健康に与える医学的効果の検証」
　　東北医科薬科大学森林療法研究チーム 
代表 住友和弘氏（東北医科薬科大学医学部地域医療学教室准教授）

２０２０年
・ブナセンター賞「クワガタムシ類と共生微生物から紐解く北限のブナ林の共進化プロセス」
上木　岳氏（信州大学大学院総合理工学研究科理学専攻）

２０２１年
（募集休止）

２０２２年
・ブナセンター賞「黒松内低地帯のほ乳類相とその遺伝的多様性」
天池　康介氏（北海道大学大学院理学研究院生物科学部門　研究員）

２０２３年
・ブナセンター賞「黒松内ブナの祖先は最終氷期の北海道に分布していたのか？」
　前田　唯眞氏（北海道大学大学院農学院造林学研究室）

２０２４年
・ブナセンター賞「北限のブナ林におけるブナとミズナラの倒木内部の菌類群集と腐朽型」
　　深澤　遊氏（東北大学大学院農学研究科）
　　　　　
（様式１）

黒松内生物多様性保全奨励事業　ブナセンター賞（研究助成金）交付願

[bookmark: _GoBack]令和　７年　　月　　日

運営委員長　　鎌田　　満　様









申請者
（住所）

（所属）

（電話）

（メールアドレス）


（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　印







黒松内生物多様性保全奨励事業ブナセンター賞（研究助成金）の交付を必要書類を添えて申し込みますので、お願いいたします。

（様式２－１）
調  査  計  画  書（全３枚）
申請者（個人の場合）
	氏名
	年齢
	所属

	連絡先
	TEL
	FAX

	
	住所



指導教官　　　　　　　　　　　　　　　　　印
※学生の場合

申請者（グループの場合）

研究グループ名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	氏名（代表研究者）
	年齢
	所属

	連絡先
	TEL
	FAX

	
	住所



指導教官　　　　　　　　　　　　　　　　　印
※学生の場合
	氏名
	年齢
	所属

	連絡先
	TEL
	FAX

	
	住所



	氏名
	年齢
	所属

	連絡先
	TEL
	FAX

	
	住所


※４名以上の共同研究者がいる場合、別紙にて名簿を提出してください。

（様式２－２）
	１　研究テーマ

	２　研究目的（研究の背景とともに具体的に記述すること）

	３　調査・研究方法
　（調査地、方法、日程等）


（様式２－３）
	４　調査の期間および年次スケジュール（別紙でもよい）

	５　黒松内町の生物多様性の保全・再生・活用と本研究の関係について


（様式３）　　　　　　研究業績一覧　　　　　氏名　　　　　　　　　　
	論文・著書（本研究に関係するもの５編以内）

	講演・学会発表等（本研究に関係するもの５回以内）


（様式４）　　　　　　研究経費の支出計画　　　　　氏名　　　　　　　　　　

研究助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
	支出科目
	予定額
	内訳

	人件費
	
	

	旅費
	
	

	消耗品費
	
	

	印刷製本費
	
	

	図書購入費
	
	

	機器購入費
	
	

	その他
	
	

	総額
	
	





